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＜連絡事項＞
・特記なし
＜患者様連絡事項＞
・田村　真紀子様～本日11時から6/11　11時まで外泊訓練実施。
・北村　サクラ様～臨時薬1週間分処方。家族よりおやつを食べさせたいと希望あり。主治医へ確認していく。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放後「お風呂」を連呼したり、ホール内を奇声をあげて徘徊している。他者トラブルは無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・和田　昌様～終日隔離中。朝食後より壁を叩き、大声で叫んでいる。対応後も同行為繰り返しており説明にも疎通取れず。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・柏山　知也様～終日隔離中。両親の面会あり。差し入れのおやつを食べ、穏やかに面会されている。引き続き精神症状の経過観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・藤井　崇史様～妄想発言無く、食事、喫煙以外は自室で過ごされている。
・高木　博美様～全身の浮腫は持続している。酸素飽和度の低下は無く96％前後で経過。食事は車椅子使用し、ホールにて自力摂取。2/3～全量摂取出来ている。
＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～気分高揚なく、時に眼光の鋭さはみられるが、他者トラブル無く経過している。夜間の睡眠もとれている。引き続き、精神症状の観察を行っていく。

＜新入院患者様情報＞
　氏　　名：沼山　深雪様

　生年月日：昭和46年10月17日　46歳

　病　　名：双極性感情障害

　性　　別：女性

　病　　棟：東病棟Aユニット

  入院形態：医療保護入院

　担当医　：馬渡Dr

（経過）

H26.6.5当院初診。「双極性障害」として通院・服薬を継続していたが十分量を服用したがらず病状は不安定であった。H27.9.19当院1回目の医療保護入院。薬物療法にて徐々に精神症状沈静化し、気分も安定するようになった。家族の同意が得られたことから、H27.1.12自宅退院となる。退院後は、当院への通院を継続（伊藤Dr）。主治医の退職に伴い当院の紹介にてH29年12月近医のあおぞらクリニック（窪田Dr)へ転医となる。以後は、同クリニックへの通院を継続。最終受診日はH30.4.25であり現在は不眠・不食で薬も飲めていない様子。同居している息子（高校生）も本人の見守りで不眠・不食で対応困難な様子で入院希望があり当院受診。本日14時40分東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。

受け持ち：松舘NS
洗濯：業者洗濯
買い物：家族
